
【三鷹市おおさわ学園視察報告】

日時 2022年06月27日（月）14:00-16:00

目的 二宮町における施設分離型小中一貫教育の開始に向けて、
先進事例である「おおさわ学園」の取り組みを視察する。

視察先 三鷹市おおさわ学園第七中学校（東京都三鷹市大沢2丁目11番12号）

出席者 三鷹市教育長 貝ノ瀬 慈

おおさわ学園長 第七中学校長 勝野 能光

おおさわ学園 大沢台小学校長 蔵野 貴道

おおさわ学園 羽沢小学校長 髙橋 奨

教育部総合教育政策担当部長 松永 透

教育部総合教育政策担当課長 斎藤 将之

参加人員 １号車：村田町長、森教育長、椎野部長、野谷先生、岡野敏彦、小熊さん

２号車：北川校長、中西校長、下條課長、田中先生、渡辺優子、藤原直彦

３号車：伊庭校長、新井教頭、山口教頭、安藤先生、高橋梓（敬称略）
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おおさわ学園の乗り入れ授業の状況（R4.7.5確認）

○乗り入れコマ数

・ おおさわ学園の乗り入れコマ数は、小中トータルで月に30コマ。

第七中学校 ⇒ 羽沢小・大沢台小あわせて13コマ

羽沢小・大沢台小 ⇒ 第七中学校あわせて17コマ

・ 第七中学校から小学校への乗り入れ教科は英語と数学。

英語８コマ・数学５コマ（このコマ数を２小学校でシェア）

○乗り入れ指導の内容

・ 小 ⇒ 中への乗り入れは、小学校の教員はT2として、中学校教員の
指導方法を学んだり、アシスタント的な役割を担うケースが多い。

・ 中 ⇒ 小への乗り入れも、中学校教員はT2となるケースが多い。

・ 教材研究は乗り入れを受ける学校側が行い、乗り入れを行う教員と情報共有する。

（乗り入れを行う教員は、教材研究までする時間は持てない）
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○乗り入れを行う教員と後補充非常勤

・ 第七中学の場合、乗り入れを行う教員は、担任を持っている教員もいる。
ただし、校務分掌や授業時数を軽くしており、業務量の平準化を図っている。

・ 後補充非常勤は週11時間、月に40時間強の雇用が可能で、第七中学は、
OB・OGの教員が非常勤として指導にあたってくれている。

・ 中学校教員が小学校へ13コマ乗り入れる場合、移動時間含め後補充は
20コマ程度必要になる。その他の時数は教材研究などにあてている。

○課題

・ 児童生徒への指導の継続性という点で課題がある。

（例）中⇒小への乗り入れを行う教員の場合

・ 本来は、中学校の生徒を継続的に指導したいが、単元の途中で
後補充非常勤に任せざるを得ないこともある。

・ 小学校への乗り入れ時数が限られるため、児童と多少の関係づくりはできても、
児童の特性に応じたきめ細かな指導はできない。

・ 教材研究も小学校教員が行うため、高度化する内容に中学校の教科担任が
専門的な指導を行うという域までは達しない。
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教育委員４名のまとめ

 三鷹市おおさわ学園は、6-3制ながらカリキュラムの再構成と乗り入れ
授業で小中の連続性と一貫性を高めていることがわかった。

 乗り入れ授業が特徴的であり、ひと月30時間のコマ数配置のために
学校行事をそろえ、45分授業と50分授業をそのままにして、その5分
差を最大限活用している。

 CSを基盤とした地域力もさることながら、三鷹市全体で乗り入れ授業
のために約2,243万円を予算化し、後補充費も市が負担するなど、
行政支援も重要であることがわかった。

 地域力を最大限活用すること、カリキュラムの工夫と乗り入れ授業の
仕組みを教育行政で支えることは、二宮町が目指す施設一体型小
中一貫校構想にも大いに参考になるものと感じた。

27


